
ほ場水管理

WATARAS（ワタラス）は、

水田の給水・排水をスマートフォンやパソコンでモニタリングしながら、

遠隔操作または自動で制御できるシステムです。

WATARAS（ワタラス）は、

水田の給水・排水をスマートフォンやパソコンでモニタリングしながら、

遠隔操作または自動で制御できるシステムです。

通信集約（LoRa）型直接通信（LTE-M）型



1

での試験結果

（Water for Agriculture Remote Actuated System）

水管理労力を
低減できます

夜間・早朝でも
タイマー設定した時間に

給水できます

無駄な排水を
減らして

用水を効率的に
活用できます

軽  労

安  全 節  水

見える化

稲作ごよみ同様の
水管理を事前に
設定できます

スケジュール化

（Water for Agriculture Remote Actuated System）

WATARAS（ワタラス）は、研究開発国家プロジェクトである
「戦略的イノベーション創造プログラム」（略称SIP）の
「次世代農林水産業創造技術」によって
“農業・食品産業技術総合研究機構”（農研機構）が
中心となって開発した技術です。

WATARAS
導入メリット
WATARAS
導入メリット

水管理に要する
労働時間は
約８割削減※

用水量は
約５割減少※

水位制御したほ場は、
降雨時を除いて
設定水位を維持

■実ほ場での実証試験結果

システムを導入したほ場では
水管理労力…72～97％削減（平均87％の削減）
水稲収量比…100～112％（平均106％）

水管理・
気象予報の履歴を
データ化できます

〈水管理労力〉 〈水稲収量〉

水管理労力比

引用： *1 鈴木ら（2018）, 農業農村工学会誌, 86（12）／ *2 鈴木ら（2020）, 農業農村工学会誌, 88（10）
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農研機構所内の試験ほ場と対照ほ場との比較結果

6% UP

87% DOWN87% DOWN

※農研機構所内の試験ほ場と対照ほ場との比較結果です。

WATARASを活用した
農研機構の取り組み

「ICTを活用した水田管理で
地域の水利用を最適化」が
令和3年度「STI for SDGs」
アワードの優秀賞を
受賞いたしました。
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直接通信 型LTE-M

通信集約 型LoRa

システムの概要

軽労化

精密化

データ活用

●給水口（バルブ・ゲート）と排水口の施設の両方または片方に、通信機能付きの電動モータ駆動装置（電動
アクチュエータ）および水位水温計を設置し、計測値に基づいて、遠隔操作または自動で給水・排水の制御
を行うことができます。

●操作時は、スマートフォンから出した制御命令が、クラウドサーバを経由して、ほ場に設置した電動アクチュ
エータに送信されます。また、電動アクチュエータと水位水温計のデータがクラウドサーバに送信保存され、
水位、水温、バルブ・ゲートの開度など、水管理の履歴をグラフで確認することができます。

■システムのイメージ

導入いただいたお客様の利用方法と効果（感想）をご紹介します。

WATARASを実際に使ってみて

実際のお客様の
声を動画で

ご覧になれます▶

「見回りに費やしていた時間を草刈りや追肥など、次の作業にあてられるのが最大のメリット。」
「スマートフォンで水位を常に確認できるので、日々の見回り作業が不要になった。」
「これから高齢化に伴って動いてもらえる人が少なくなっていくというのが目に見えている。WATARASは、事務所の中でコントロー
ルもできるし、集中管理ができるので助かったという思いです。」

水管理の自動制御による効果
「ジャンボタニシ対策としても有効。浅水管理をすることでジャンボタニシの移動を抑えることができるので食害対策になる。」
「WATARASが付いたほ場は全て直播に切り替えています。直播というのは、水管理が非常に大事になってきます。（中略）WATARAS
はひたすら設定した水位に持っていけますから、直播が簡単にできる。」
「WATARASは24時間動いています。昼夜問わずに動かせます。代かき時に、なかなか水が入らないほ場であっても朝8時に来て代かき
ができる。計画通りに物事が運んでいくというのが、これはホントに凄く良いです。」
「兼業農家さんが水管理されるのと、WATARASで水管理をするのでは、単収で約140キロ近く変わってきています。やはり適期の水管
理ですかね。（中略）品質も良くなって、収量も上がります。イコール収益が上がるというカタチになります。」

熟練者と同じ水管理ができる
「新規就農者で『次はヒノヒカリを作ってみます』というような初心者がいても、いつどのタイミングで水を入れればいいのか分からないと思
うのですけど、WATARASではプログラム（スケジュール運転）が組めますから新規就農者にこのデータを渡してあげれば、長年やってる
プロの農業が１年目からできるということになります。」

お客様の声

電動アクチュエータ

電動アクチュエータ
通信中継機

クラウドサーバ
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かけ流し

水管理労力を低減できます

導入メリットの詳細

軽  労

無駄な排水を減らして用水を効率的に活用できます節  水

夜間・早朝でもタイマー設定した時間に給水できます安  全

夜間・早朝の給水操作は大変。
視界が悪く、思わぬケガも…

高温障害対策として夜間・早朝に給水日中にほ場の水温を下げないように夜間・早朝に給水

Cさん

Aさん

Bさん

AM3:00  バルブ開く AM6:00  バルブ閉める

現状は

現状は

現状は

水管理時期は、朝バルブを開
き、夕方バルブを閉める毎日。
特にほ場が遠い場合は、移動
時間がかかり大変です。

日中に設定

「一定湛水」制御なら、
スマホで水位を設定。
水位計測値によりバ
ルブ等を自動で開閉。
水管理のためにほ場
に行く回数を減らす
ことができます。

バルブから
設定水位になるまで

給水

給水側 排水側

WATARAS
では

「時間灌漑」機能を
使えば、夜間などの
設定した時間にバル
ブ等を開閉したり、
「一定湛水」制御によ
り、水管理すること
ができます。

排水高さを調整

ほ場の水位がわからず、最適な
タイミングでバルブを閉めるこ
とができないため、用水ととも
に、せっかく撒いた除草剤や肥
料が流出してしまいます。

水位水温計の計測値
による「一定湛水」制御
なら、無駄な給水、排
水がなくなります。また、
用水量が限られている
地域では、地域で運用
ルールを定めて「時間
灌漑」機能を使うこと
で、計画的にほ場に給
水することができます。

WATARAS
では

WATARAS
では

寒冷地 温暖地
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水管理・気象予報の履歴をデータ化できます見える化

稲作ごよみ同様の水管理を事前に設定できますスケジュール化

直播栽培や複数品種の栽培による作期分散などにより水管理が複雑化しています。
「スケジュール運転」制御では、品種別に稲作ごよみ同様の水管理スケジュールを登録することが可能です。電動アクチュエータ
（ほ場）毎に適切なスケジュールを選択して、間違うことなく、自動で水管理ができます。

ほ場付近の気象情報を表示
（㈱ハレックス提供、1㎞メッシュ予報）

水管理の履歴を気象データ（気温、降水量）
と一緒にグラフ表示

月 4 月 10月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

水
管
理

6 月5月 7 月 8 月 9 月

生
育
の
推
移

中干し 飽水 管理 可能な限り飽水管理継続
浅水管理
（分げつ確保）落水出芽

出
芽

不
完
全
葉

本
葉
1
葉

分
げ
つ
開
始

播
種

米の品質向上や営農計画の判断材料として、水位・水温などの水管理の履歴を気象データ（（株）ハレックス提供1㎞メッシュ気象予
報）と一緒に確認できます。
設定水位、計測水位・水温等のグラフ表示データはダウンロードできます。

成
熟
期

幼
穂
形
成
始
期

穂
首
分
化
期

有
効
茎
確
保

最
高
分
げ
つ
期

出
穂
期
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構成機器

電動アクチュエータ

●通信集約（LoRa）型と直接通信（LTE-M）型があります

通信集約（LoRa）型は、ほ場の給水側や排水側に取り付けた電動アクチュエータ
（通信集約（LoRa）型）と近隣の建屋などに設置された通信中継機を無線で接続。
クラウドサーバを通じて、スマートフォンやパソコンで制御を行います。
通信中継機1台で、電動アクチュエータ（通信集約（LoRa）型）を標準で40台まで
（給水・排水設置数量の合計）、無線ボックスを追加することで最大80台まで接続で
き、経済性が高く、多くのほ場を管理する場合に適しています。
電動アクチュエータと通信中継機の通信できる距離は障害物などを考慮した推奨距
離は1～2㎞、良好な条件下で5㎞です。

❶通信集約

直接通信（LTE-M）型は、携帯通信網を使ってクラウドサーバと直接通信を行うため、
通信中継機を必要としません。離れた場所にある少数のほ場や、LoRa無線が届きに
くい中山間地のほ場、実証で設置する場合等に導入が容易です。

❷直接通信

LoRa

LTE-M

LoRa LTE-M

LoRa

LTE-M

通信集約（LoRa）型と直接通信（LTE-M）型の違い

使用シーン

通信方式

通信範囲

通信中継機

経済性

・離れた場所に少数のほ場がある場合
・無線が届きにくい中山間地のほ場　・お試しで少数を設置する場合

電動アクチュエータ ～ クラウドサーバ ： LTE-M

携帯（LTE-M）通信エリア

少数導入時に経済性が高い

不要（100V電源も不要）

通信集約（LoRa）型 直接通信（LTE-M）型

近接する多数（最大80台）のほ場に設置する場合

通信中継機から無線が届く範囲

多数導入時に経済性が高い

必要（100V電源を含む）

電動アクチュエータ ～ 通信中継機 ： LoRa
通信中継機 ～ クラウドサーバ ： LTE

※オプション（ソーラーパネルユニット）を導入した場合
　100V電源は不要

幅220×高さ650×奥行240㎜
約10㎏（バッテリ含む）

寸法、重量

WT01-AS-A

WT01-AS-A(LTE)

WT01-AD-A

WT01-AD-A(LTE)

WT01-ソウサパネルフタ

通信機能付き
電動アクチュエータ（給水側）

通信機能付き
電動アクチュエータ（排水側）

WT操作パネル蓋

製品名 通信方式 形式名

LoRa

LTE-M

※オプション品写真P6掲載

型

型

電動
アクチュエータ

水位
水温計

バッテリー
12V5Ah

電動アクチュエータは、太陽電池とバッテリを備えており、電動モータにより、給水バルブなどのスピンドルを回転させることで開閉を行
います。通信方式の違いによって、通信集約（LoRa）型と直接通信（LTE-M）型の2種類があります。また、WATARASの電動アクチュ
エータは、複数社の新設、既設バルブに取付できます。開水路・排水口にはスマートゲート（P10掲載）を設置することで取付可能です。

●電動アクチュエータがクラウドサーバと直接通信するので、携帯電話LTE通信エリ
アであれば、無線が届きにくい離れた場所でも通信が安定します。
●通信中継機、100V電源、高所設置作業が不要なので、1台からお手軽に導入でき
　ます。
●通信集約（LoRa）型と併用可能で、同じ画面で操作できます。

直接通信（LTE-M）型の特長
水位水温計

電動アクチュエータ
データセンタ

クラウドサーバ

制御信号 制御信号

スマホ操作

クラウド
サーバと直接
通信できる

排水側給水側

無線ボックス
通信ボックス

水位水温計

クラウドサーバ

排水側給水側

通信中継機

電動アクチュエータ

データセンタ制御信号

センシングデータ

制御信号

スマホ操作
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水位水温計

通信中継機

▲ソーラーパネル
　ユニットと通信中継機

防水・防塵プラボックス

AC100V 50/60Hz　電源ケーブル2m

通信ボックス：幅190×高さ280×奥行141㎜（約2.8㎏）
無線ボックス：幅110×高さ150×奥行40㎜（約0.3㎏）
通信ケーブル24m

電動アクチュエータ～通信中継機：LoRa
通信中継機～サーバ　　　　　  ：LTE

電動アクチュエータ40台
無線ボックスの増設により最大80台

構　　造

寸　　法

接続可能数

推奨距離1～2㎞、良好な条件下で5㎞
（障害物や電波ノイズの影響により通信距離は変化します）

通信距離

WT01-LT03

WT01-LT10

WT01-セッチマス 150

WT01-LTエンチョウ05

水位水温計（有線式）［ケーブル3ｍ］

水位水温計（有線式）［ケーブル10m］

水位水温計 設置マス

延長ケーブル5m※

製品名

寸法、方式

形式名

WT01-RE

WT01-ムセンBOX

WT01-ソーラーパネルユニット
受注生産品　納期３ヶ月

通信中継機

無線ボックス（増設用）

ソーラーパネルユニット（通信中継機用）

製品名 形式名

電　　源

通信方式

※道路横断用。両端コネクタ部水没不可。　

通常は給水側の電動アクチュエータに接続されます。（排水側への接続も可能です）。水位は-5㎝～25㎝の範囲、0.1㎝単位で計測
できます。

●水位を数値で管理できます

電動アクチュエータからのデータをクラウドサーバに送信するとともに、クラウドサーバからの
制御命令を装置に送信する中継機です。電動アクチュエータを標準で40台まで（給排水計）、無
線ボックス増設で80台まで接続できます。通信中継機は、通信ボックス、無線ボックスで構成
されます。

●電動アクチュエータ通信集約（LoRa）型で必要です

水位水温計
自在クランプ

田面

単管パイプ
黒標線を
田面に合わせる

LoRa LTE-M

LoRa LTE-M

LoRa LTE-M

LoRa LTE-M

通信方式

通信方式

電動アクチュエータを設置したバルブ等に（枯れ葉やゴミなど）異物が挟まりトルク
の異常を検知すると、バルブが開閉を数回繰り返し、異物排除動作を行います。

バルブが
異物を
噛んだら、
トルクの
異常を検知

自動で
所定量
開き、
異物排除
動作を行う

自動で全閉

●電動アクチュエータにはリトライ機能があります WT操作パネル蓋

蓋取付後

※オプション品です

① ② ③

通信
ケーブル

電源
ケーブル

通信
ボックス

無線ボックス

通信ボックス

無
線
ボ
ッ
ク
ス

▲通信中継機の構成

LoRa

LoRa

LoRa

※別途、水位水温計の固定に単管パイ
プ、クランプの調達が必要です。

水位
水温計

水位
水温計
設置マス

φ60（キャップ部）×長さ540㎜　静電容量式（水温測定機能付）

■単管パイプ使用時 ■設置マス使用時
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ログイン画面 ほ場一覧

スマートフォンでの操作

ほ場詳細（グループ・個別）

接続URL https://wataras.kubota.com/loginForm

制御方法は6種類。 制御方法

一定湛水

給水バルブの開閉を自動制御
　給水バルブ開： 水位 ≦ 設定水位－制御幅
　給水バルブ閉： 水位 ≧ 設定水位
排水高（落水枡のゲート高さ）を　
設定水位 ＋ 落水マージン　に設定

スケジュール設定した内容を基にした動作を
行います。

「一定湛水」で設定水位まで給水後、間断灌漑
日数の間、動作を「停止」し、再び「一定湛水」で
動作します。
これら「一定湛水」と「停止」制御を繰り返します。
排水高（落水枡のゲート高さ）を 
設定水位 + 落水マージン に設定

給水バルブを閉に
排水高（落水枡のゲート高さ）を　
排水水位　に設定

給水バルブを閉に
排水高（落水枡のゲート高さ）を　
設定水位 ＋ 落水マージン　に設定

給水バルブを開に
排水高（落水枡のゲート高さ）を　
設定水位 ＋ 落水マージン　に設定

内　容

●推奨ブラウザ……Google Chrome
●推奨OS………… iOS 12以上、Android 8.0以上、Windows 8.1/10
※推奨環境以外の場合、お使いの端末の環境によっては、正常に動作しない可能性があります。
※OSのアップデートにより、正常に動作しない可能性があります。

本システムは、
Webブラウザ上で
動作します。

ユーザーIDとパスワードを入力後、ログインボタンを押すと、ほ場一覧画面が表示されます。

WATARAS
基本画面

選択可能な制御方法

かけ流し
（給水）

停止

排水

間断灌漑

スケジュール
運転

開（かけ流し）

閉（停止）

排水

一定湛水

間断灌漑

スケジュール運転
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設定した制御設定内容（制御方
法、日時、設定水位等）に基づい
て、水管理期間を通して「稲作ご
よみ」同様の水管理を行うことが
できます。

兼業農家さん等、日々の細かな
水管理をする時間が無い方でも、
WATARASの「スケジュール運
転」制御なら、きめ細やかな水管
理を自動で行うことができます。

制御方法と時間を指定して動作
させることができます。

＜ 制御方法 ＞

×

＜ 時間指定 ＞

スケジュール設定画面（パソコン）

一定湛水

間断灌漑

排水

かけ流し

時間灌漑

スケジュール運転
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指定した期間の設定水位、水位・
水温（計測値）、給排水装置の開度、
気温・降水量（気象データ）をグラ
フで確認できます。

設置ほ場付近の1㎞
メッシュ気温予測値
（㈱ハレックス提供）か
ら算出した積算気温
（参考値）を表示でき
ます。

積算気温（参考値）を表示

ほ場の機器に関連したエラーの発生を、登録したメールアドレス（最大5
件）に通知します。

ほ場の状況を一目で把握できるグラフ表示

エラーの発生をメールで通知

マップ上で、ほ場の位置を確認できるほか、エラー発生
時には、位置、状況および対処方法の確認が可能です。

ほ場の水管理状況をわかりやすく表示

グラフ表示している水位・水温等のほ場水管理データをダウ
ンロードできるほか、操作・エラー履歴データ（CSV）のダウ
ンロード機能により、不具合内容の検証が可能です。

履歴データをダウンロード

ほ場データを把握できる表示機能

サーバーソフトの特長

●水位上昇異常検知機能
ほ場からの漏水、開水路へ
の逆流等、給水時に水位が
上昇しない場合に、エラー
検知します。

給水開始から1時間経過後
に、水位変動が無い場合
（0.1㎝以上の水位上昇が
ない場合）、「水位上昇異
常」のエラーを表示（メー
ル通知）します。

1

ほ場の状況把握のためのサポート機能2

＜設定例＞
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本補償制度の対象となるほ場水管理システムは、クボタケミックス製且つクボタの販売店で購入された機器に限ります。

「水災（注意：津波は含まれません）による機器の水没が原因で故障したとき」、「衝突や接触等により機器が破損したと
き」、「機器が盗難されたとき」など不測かつ突発的な事故によって生じた損害を補償します。
※お支払できないケースがございますので、概要は「補償制度ご加入のご案内」資料をご確認ください。

本補償制度に加入希望の方は、「補償制度加入希望票」に必要事項を
ご記入の上、クボタ総合保険サービス㈱までFAXをお願い致します。
FAXを受領した後、"動産総合保険"の商品パンフレットと共に申込
書類一式を郵送致します。

「補償制度ご加入のご案内」
「補償制度加入希望票」は
コチラから

製品名 補足説明 納期 製品一覧

2ヶ月

2ヶ月給水側アタッチメント

給水側アタッチメント

スマートゲート（農業用水門）

電動アクチュエータを取付するバルブの種類により
必要となる場合があります
※アタッチメント不要で取付可能なバルブもあります。
※電動アクチュエータが取付不可能なバルブもあります。

給水側

排水側
スマートゲート
（農業用水門） 排水側に電動アクチュエータを取付する際に必要となります

開水路に電動アクチュエータを取付する際に必要となります

関連機器（受注生産品）・保険

①アタッチメント不要

用水路（給水側） 水口用（給水側） 水尻用（排水側）

▲掛け口タイプ ▲給水枡タイプ ▲排水枡タイプ

クボタケミックス製「Gバルブ」
マサル工業製「フィールドバルブ」

日邦バルブ製「HKバルブ」
旭有機材製「アルファルファバルブ125」等

旭有機材製「自由型アングルバルブ」
               「アルファルファバルブ」
マサル工業製「MHフィールドバルブ」等

②六角支柱タイプのアタッチメントが必要 ③台座タイプのアタッチメントが必要

〔アタッチメント取付後〕 〔アタッチメント取付後〕

〒497-0001　
愛知県あま市七宝町沖之島安無97
営業部 TEL： 052-444-4634（代）

［ 製造販売元 ］

「WATARAS」補償制度（動産総合保険）

補償の
種類と概要

お申込み
方法



本 社
東京本社
北海道支店
東北支店
中部支店
中四国支店
九州支店

尼 崎 市 浜 一 丁 目 １ 番 １ 号
東京都中央区京橋二丁目１番３号
札幌市中央区北三条西三丁目1番54
仙台市青葉区一番町四丁目6番1号
名古屋市中村区名駅三丁目22番8号
広島市東区二葉の里三丁目5番7号
福岡市博多区博多駅前三丁目2番8号

☎06 ｰ 6 4 7 0 - 5 9 7 0
☎0 3 - 3 2 4 5 - 3 0 8 5
☎0 1 1 - 2 1 4 - 6 2 9 1
☎0 2 2 - 2 6 7 - 8 9 5 5
☎0 5 2 - 5 6 4 - 5 1 4 5
☎0 8 2 - 2 0 7 - 0 5 9 6
☎0 9 2 - 4 7 3 - 2 4 5 3

〠661 -8567
〠104 -8307
〠060 -0003
〠980 -0811
〠450 -0002
〠732 -0057
〠812 -0011

北陸営業所
四国営業所
沖縄営業所

金 沢 市 北 安 江 一 丁 目 1 1 番 7 号
高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1
那 覇 市 前 島 三 丁 目 1 番 1 5 号

☎076 - 2 2 3 - 2 5 2 0
☎08 7 - 8 3 6 - 3 9 0 8
☎09 8 - 8 6 0 - 7 1 1 5

〠920-0022
〠760-0050
〠900-0016

※当カタログに記載の内容は、製品改良のため予告なく変更することがあります。
　また許容差のない数値は参考値とします。
※製品イラストの色や形状は、実際とは異なります。

SP, OP ’23・11作成.8.7-00-2-0017-05 20Z

https://www.kubota-chemix.co.jp

広報誌「PAL」

❶【評価】

高品質化と
収量安定化の
PDCAサイクル

刈取りしながら、
食味・収量の
確認・把握する。

❹【実行】
翌年度、トラクタ・
田植機で、計画通り
の施肥を行う。

❸【計画】
データや課題に
基づき、翌年度の
改善計画を行う。

サポート体制

導入
事例

❷【分析】
KSASで、食味・
収量データを蓄積し
課題を見つける。

❶

❷

❸

❹

KSASでは、作業日誌や収量品質結果データに基づき、翌年
の施肥設計や営農改善を検討することができます。
WATARASのデータ（水位・水温）を連携させることにより、
収量の増大、品質向上、農作業の効率化を目指します。

WATARASを安心して末永くお使いいただけるよう部品供給体制を整えています。
また、消耗部品や補修部品の交換、操作等でご不明な点が生じた際にサポートすることができるように、
全国に展開しているクボタ農業機械取扱店と連携を図っています。

KSISでは、揚水機場、用水路、排水機場などの農業水利施設
の監視制御が行えます。WATARASで得たほ場用水需要に
応じて揚水機場のポンプを適切に運転することで、農業用水
の節水、揚水機場の省エネ運転を実現します。
また、気象予測データと連携し、排水機場、ほ場排水を総合管
理することでスマート田んぼダムの一斉操作を可能にします。
令和３年度スマート田んぼダム実証事業では、全国８地区に
導入されました。

※2023年3月、KSASとWATARASは連携いたしました。

無線ボックス
無線ボックス

無線ボックス 通信ボックス

通信ボックス

パイプライン 開水路 落水桝

通信中継機

WATARAS からほ場情報を把握した上で、
適切なかんがい用水の配水量を決定

ICT を利用した自動給水栓により
収量アップと水管理労力の削減
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